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	○ 厚生労働省、経済産業省及び環境省（以下「３省」という。）としては、引き続き産業界と連携を図りながら、本プログラムへの協力について一層呼びかけていく。
	３．国による既存化学物質安全性情報の収集
	○ 平成１８年度には、既存化学物質の安全性点検として、分解・蓄積性に関する試験を４０物質、人への健康影響に関する試験を２３物質、生態影響に関する試験を２２物質について実施。
	※上記の物質数は、分解・蓄積性、人健康影響、生態影響のそれぞれのうち初期評価に必要な試験項目を平成１８年度に調査済み又は調査着手済みのもの。この他に、一部の試験項目についてのみ調査済み又は調査着手済みの物質もある（試験項目ごとの調査状況については参考資料３参照）。
	　【参考】平成１７年度末までの点検済み物質数：
	分解・蓄積性　・・・１，４８５、人健康影響：　２９２、　生態影響：　４６３
	○ 平成１９年５月に、国が収集した既存化学物質安全性情報の利用を推進するため、「国の既存化学物質安全性点検により得られた情報の利用に係る考え方について」（参考資料４参照）を提示。

